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バルトークの「ミクロコスモス」の分析
黄金分割理論の音程への適用について
小木曽　敏　子
はじめに
バルトークの音楽語法における黄金分割は，音
楽表現面や形式面だけでなく，音程や和音にも適
用されていると，エルネ・レンドヴァイは数多く
の分析で立証した。その方法は，フィボナッチの
数列に基礎を置いたものである。
本論では，フィボナッチの数列によって，バル
トーク作曲の「ミクロコスモス」全167曲におけ
る黄金分割理論の音程への適用を検討する。
フィボナッチの数列は，各項は発行する2つの
項の和に等しいという特徴をもっている。2，3，
5，8，13，21，34，・…‥と数列は後の項にいく
に従って，連続する2項の比は黄金分割指数に近
づいていく。55の黄金指数は34，34の黄金指数は
21である。
本論では，音程を論ずるに当ってレンドヴァイ
の半音を1とする方法をとることにした。即ち，
（表1）黄金分割音程の連続
＜旋律部＞
単位は半音を1として，フィボナッチの数列にあ
てはめていく。2は長2度，3ほ短3度，5ほ完
全4度，8は短6度，13は増8度……となる。こ
こでは，黄金分割指数はそれ以外の数字と区別す
るために，ゴチック数字で記する。この方法でい
くと，音楽的組織は，フィボナッチの数列による
2，3，5，8（1オクターヴ内はここまで）に
換算された音程から構成されることになる。従っ
てこのシステムでは，音程を細分する場合には8
は5＋3にだけ分けることになる。
本論
結果と考察
1．黄金分割指数の音程の連続使用について
（蓑1）
黄金分割音程が3つ以上連続して使用されてい
るものを対象とした。（譜列　1参鼎）
＜伴葵部＞
トヨ235 ?335 鉄9??332 塔S2?v ??b?35 ?33R?32 塔S2?v 
Ⅰ 途? ??． ?b? 白? ?? ?? 
Ⅱ ????14 ?R? 劔9 
Ⅱ【 迭??? 1 ?4 ?b? ?? ? 
Ⅳ 迭???15 ?r? ? 刄? 
Ⅴ 釘???16 ??? ? 
Ⅵ 唐???9 ??? ?? 
計ト30 ? 鉄?3 ?b?6 佗b?6 ??8 ??9 
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譜列1．5：3：2の連続
〟hゼユ　E訂
＜伴奏部＞
了∴－l　二・
9ll0回12l計
Ⅰ 鼎?114 ?? 釘? ，3 ?? 途??4 ?cB?
Ⅱ 鼎r?1 ??8 ???"?剴??
Ⅲ 鼎?117 湯? ?"?"?剴#??
Ⅳ ??79 ?b? ?h??SB????1 1 ???ッ?
Ⅴ 鉄"?0 唐? 鉄B? ??劔???
＼汀 ???6 ??11 ?#"? ?"?剴3s2?
計，・ ???27 塔r?3 ?cb?0 都b? 唐??．4 ?33r?
それによると，旋律部では43曲に96箇所，対旋
律に叛するものも含めた伴奏部（以下伴奏部と記
す）には19曲に39箇所みられた。これは曲数の割
合でみると，全167曲中に旋律部では25％，伴奏
部で11％の曲に黄金分割音程の連続がみられたこ
とになる。
表1にみる数字は，比較的短い旋律線でみたも
のである。各項とも4音ないし5音までの旋律線
で，2：3：5（2：3：3‥5）または5：
3：2（5：3：3：2）のようにフィボナッチ
の数列に沿った連続であるもののみを扱ったもの
である。従って，3：5：2のような数列での連
続は除いてある。
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旋律部では，全曲の4分の1にあたる数の曲に
みられたことになる。この数字には，1曲1箇所
という曲も含まれているが，それ以外の曲または
黄金分割音程を全く使用していない曲には，作曲
者の意図，積檀的に計画的に黄金分割音程を使用
した意図を見ることができよう。
2．同一音程だけで構成されている小節につい
て（表2）
1小節が，同一音程構成からなる旋律をもって
いるものは，全曲で5314小節であった。旋律部で
は24％，伴奏部で25％にあたる小節にこの音程構
成がみられた。
同一音程で構成されている小節のうち，黄金分
〔 ??????
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割音程で構成された小節は77％を占め，それ以外
の音程構成による小節は23％であった。表2にみ
るそれ以外の音程構音程構成とは1，4，6，7，
9～12の各項をいう。
伴奏部では，同一音程構成による小節の66％が
黄金分割音程によるもので，それ以外の音程で構
成された小節は34％であった。
数表にはな上が試みに黄金分割音程で構成され
ている和音について一瞥してみると，三和音で
455小節，四和音で62小節，四音以上の構成者を
もつ和音は24小節にみられた。
そのうち，旋律部での同一和音使用は167小節，
譜例2
2の連続
ス　　ユ　1　　ユ　　　1　ユ　ユ
1　ユ　え　　え
うに扱った。
「ミクロコスモス」の動機やフレーズの単位は
多種多様であるために，一様に小節線で区切って
数えることが不能な曲が多い。従って小節といっ
ても，明らかに小節の車間から次の小節の中間ま
でにわたっているフレーズは，小節線をまたいで
1小節として処理したものもある。
また，1小節に1音または1和音だけという小
節は除外した。フレーズの開始音や最終音には1
音だけという場合が多いが，これは表2の数字に
は入っていない。
旋律部，伴奏部ともに全曲の4分の1が同一音
〝玖′癖車
3の連続
3　33　3J　ユユ　3
j j　3　3　8　3　ユ／　　3　8 3　ヱ　j J　　ユ
5の連続九輯悪手誓雷「
複数の種煩で構成されている和音使用は476小節
であった。これは黄金分割音程の使用が26％，複
数の和音使用小節が74％であることになる。伴奏
部での同一和音使用は329小節，複数の種塀の和
音からなる小節は639小節で，それぞれ34％，66
％の割合であった。
なお，この場合の和音の音程は，楽譜の原位置
で確定したものである。（譜例2参照）
表2　の単位となる1小節については，次のよ
程だけで構成されている小節であるこ
とは，同じ旋律の繰り返しの連続とい
う場合でさえも同音連打と同じ位の強
烈な緊張感とともに大きな効果を生み
出すものである。同一音程で同じ旋律
の繰り返しではなく，音高が変ってい
く旋律を創っていくということは，音
程を計算しながらではこのような自然
な流れの旋律とはなり得ない。バルト
ークは既に体の中に，耳に，感覚に等
音程を持っていたという外はない。譜
例以外にもこの作法の例は多いが，い
ずれも変化に富み，効果的になってい
る。
3．黄金分割音程で構成される塾について（表
3）
6つの型がみられる。即ち，2：3型，2：5
型，3：5塾，2：8型，3：8型，5：8型に
まとめることができる。
2：3型は，長2度と短3度の交替によって構
成される。2：5型は，長2度と完全4度の交替
によって，3‥5型は短3度と完全4度の交替に
よって構成される。2：8塾は長2度と短6度の
交替により，3：8型は短3度と短6度の交替に
よって，更に5：8型は完全4度と短6度の交替
によって構成される。この場合，いずれも黄金指
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（表3）黄金分割音程の6つの塑
＜旋律部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜伴奏部＞
数音程数の連結は道の数列のものも合計してある。
2：3型には，3：2という連結のものも入れた。
以下5：2は2：5塾に，3：5型には5：3も，
‥‥・・ということにした。
旋律部と伴奏部与の使用頻度の割合は，それぞ
れ62％と3％となった。
旋律部の黄金分割指数による型に属するものは，
旋律部全体の56％を占めた。そのうち最も使用頻
度数の高いものは，2：3型で旋律部の44％であ
り，次いで2：5型で33％，3：5型は20％とな
った。
伴奏部では，2：3型が50％と最も多く，2：
5塾が29％，3：5型は18％に使用が認められた。
（譜例3参照）
旋律部と伴奏部とも使用頻度順は同じ傾向にあ
る。全曲の旋律の56％が黄金分割指数をもった音
程で作曲されていることは，極めて特徴的なこと
といってよいのではなかろうか。この場合の同じ
指数音程の連続使用は，同じ音の繰り返しばかり
ではなく，旋律が大きく動いていることが前項と
異っている。一見大胆な動きと見える旋律までも，
音と音との間は同じ寸法になっているということ
を見出すのは，楽譜を見ていても心躍らされるも
のであると同時に驚異である。
4．動横またはフレーズの音域にみる黄金分割
音程について（蓑4）
全167曲中の1186の動枚またはフレーズ（以下
動磯と記す）の音域の黄金分割音程の適用につい
ユ62
てみてみる。この場合の動機とは多くは2小節で
あるが，3小節の場合もあることを断っておく。
また，音程が14以上にわたるものは，14は1オク
ターヴと2であるから2の項に算入するという換
算処理を行った。
（表4）黄金分割音程の音域をもつ勤横
全動機の鎚％が，1動磯内の使用音域が黄金分
割音程と合致していた。合致していた511の動磯
の中で最も多い5は弘％であった。次いで3が00
％，2が14％，8は9％であった。
次に動磯のフィボナッチの数列にそった音域の
拡大についてみてみる。
‡射≒・耳口車ヱ＿＿＿＿ユメロ萄
前半の音域が5であるのに対し，後半の音域は
3と広がりをみせている。このような使用音域の
拡大は，23曲に認められた。
迷妄逼｛喜芸道
次の例は使用音域の縮小の例である。
圏　　　　　　　画
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2：8型
この他に，フィボナッチの数列にそっての音域
の拡大と縮小との連結のタイプもあった。
篠塾琴娼室忌毒重圧】
表4　にみるように，最も多い5即ち完全4度
の音域内で旋律が動いているものが2分の1ある
ということになる。3とは短3度の音域の中で旋
律が枯れることなく動いていることを示している。
更に2とは短2度内にある音で旋律が組み立てら
れていくことを示す。この少い音の種摂，狭い枠
軋　制限された音組織で71の旋律を創り出してい
的一世岳撃碧室芦
ユヱ3．，ユユ三言ユユ33ユヱ
∂　ユユ古人l　ユ　／J　エスユユ∂ユ／
8：L J‡・計　透れ礎無筆
5：8型
才　∫2　7　∫　∫P∫ユ
∫∂　∫宰　j　√丘　J　享　3　∫3　∫　す　8　∫8　J q　∂　∫　3　∫
ることからも，その力量の大きさをう
かがい知ることができよう。
まとめ
フィボナッチの数列によって，「ミ
クロコスモス」における黄金分割理論
の音程，主に旋律線と伴奏部の旋律線
の音程への適用についてみてきた。
その結果，2，3，5，8の4つの数
字は多面的で，多くの様相を呈したも
のであった。
いずれの項目でも，この4つの数字
の示す音程の使用頻度は，それ以外の
音程の使用頻度より高いものであった。
旋律線においても，対旋律や伴奏部
についても，また和音においても，長
2度，短3度，完全4度の出現の割合
は大きい。
大構成の曲であれば，楽章毎の音域
の拡大等にも黄金分割理論の適用が鮮
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明になるであろうが，この小曲ばかりの曲集の中
にも多くのフィボナッチの数列が用いられていた。
現代の我々の耳は，古典的な音楽で聴き慣れた
長3度と完全5度の響きからすると，上記の各音
程による響きは耳新しいものとなるのかもしれな
い。しかし，フィボナッチの数列による3：5：
8の音程の持つ響きは，和音として重ねてみると
長≡和音となる。長3度と完全5度で構成されて
いる，あの耳慣れたドミソの第1転回形なのであ
る。
ハ長調で記すと（
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バルトークは，古くからの，もはや慣れきった
長三和音を耳新らしい，しかも圧倒的な効果をも
たらす手法として生かしたのである。
最後に，御指導いただきました本学川井明男教
授に感謝申し上げます。
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